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「おつかれさまでした」と料金を取り扱う高橋さんの元気な声が、ブース

と呼ばれる高萩ICの詰所から聞こえてきます。ここではにこやかなあいさ

つに迎えられて、 ドライバーの顔がちょっとゆるみます。高萩ICでは、 11

人の職員が24時|H1体制で勤務。 「『おはようございます」 「こんにちは』など

のあいさつと笑顔をモットーにお客様に接しています。料金所は'二1本道路公

団の顔と同I1寺にそのまちの顔でもあると思っています」 と、 10年の料金所勤

務になる高橋さん。ここは高速道路のお客様サービスの最前線です。
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昭和63年3月24日に開業した常磐自動車道の高萩| Co今月は、

開業から10年目を迎えます。

高速交通時代の幕開けとともに新しい時代の到来を予感させた常

磐自動車道の開通。この道路は、市町村境や県境を越えて全国につ

ながる、 まさに「未知へ続く道｣。私たちの夢と希望を乗せて走り、

時代をつなぎながら、 まちの産業を支え続けています。

今月号では、あらためて常磐自動車道路の歴史を振り返りながら

その姿を見つめてみましょう。
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謬蕊麺剛
高
速
道
路
の
正
式
な
呼
称
は
「
高
速
自
動
車
国

道
」
と
い
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
、
昭
和
三
二
年

に
定
め
ら
れ
た
国
土
開
発
縦
貫
自
動
車
道
建
設
法

や
高
速
自
動
車
国
道
法
か
ら
始
ま
り
、
日
本
道
路

公
団
を
実
施
機
関
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

わ
が
国
最
初
の
高
速
道
路
は
、
昭
和
三
八
年
に
供

り
つ
と
一
フ

単
に
地
域
と
地
域
を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時

そ
の
距
離
は
七
一
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
そ
れ
か

ら
三
五
年
後
の
今
年
二
月
一
日
現
在
で
は
、
全
国

で
四
四
路
線
、
総
延
長
は
六
，
三
四
八
・
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
高
速
道

路
網
の
整
備
に
よ
っ
て
、
高
萩
Ｉ
Ｃ
を
入
っ
て
南

に
向
か
っ
た
場
合
、
一
部
首
都
高
速
道
路
を
利
用

し
て
鹿
児
島
ま
で
、
ま
た
北
へ
向
か
う
と
青
森
ま

で
一
気
に
走
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ま
さ
に
Ｉ

Ｃ
は
全
国
に
向
か
っ
て
開
い
て
い
る
ま
ち
の
窓
口

と
も
い
え
ま
す
。

用
開
始
し
た
名
神
高
速
道
路
の
栗
東
ｌ
尼
崎
間
で
、

ま
た
、
こ
の

高
速
道
路
の
総
延
長
は

六
，
三
四
八
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

●

ツ
ト
ワ
ー

高
速
道
路
網
が
も
た
ら
す
も
の
は
、

弔
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灘

道
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道
路
区
分
で
い
う
常
磐
自
動
車
道
は
、
埼
玉
県

川
口
市
か
ら
宮
城
県
亘
理
町
ま
で
を
結
ぶ
東
京
亘

理
線
の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
川
口
ｌ
三
郷
間
が
東
京
外
環
自
動
車

道
に
、
三
郷
ｌ
亘
理
間
が
常
磐
自
動
車
道
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
北
の
終
点
は
い
わ
き
中
央
Ｉ

Ｃ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
一
○
年
度
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
い
わ
き
四
倉
Ｉ
Ｃ
ま
で
一
二
・

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
常
磐
自
動
車
道
の
現
在
の
供
用
区
間
は
、

埼
玉
・
千
葉
・
茨
城
・
福
島
の
四
県
を
縦
断
し
、

総
延
長
一
七
五
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
う
ち

市
域
内
の
距
離
は
、
六
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。
山
間
地
域
を
走
る
道
路
か
ら
は
、

間
的
距
離
を
飛
躍
的
に
短
縮
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
沿
線
地
域
の
工
業

や
農
業
、
観
光
な
ど
の
諸
産
業
の
活
性
化
、
行
動

圏
の
拡
大
に
よ
る
日
常
活
動
の
活
発
化
を
も
た
ら

し
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
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蕊…
に大勢のみなさんに参加していただいたことがなつかしく思い

出されます。あれからもう10年が経ちましたが、高速道路の影

響によるまちの活性化についてはまだまだ進んでいないように

思います。高萩|Cが東京に向かって人が出ていく出□として

ではなく、他の地域の人をこのまちに呼ぶ入□になるようにし

ていきたいですね。
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一
四
季
折
々
の
自
然
の
姿
を
楽
し
み
、
遠
く
太
平
洋

の
大
海
原
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
山
々
を
縫
っ
て
走
る
県
北
地
方
の
中
で
、
一
際

特
徴
的
な
の
が
日
立
南
太
田
Ｉ
Ｃ
と
日
立
北
Ｉ
Ｃ

間
の
ト
ン
ネ
ル
群
。
一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
Ｉ
Ｃ

間
の
中
に
一
二
箇
所
、
総
延
長
は
約
半
分
の
一

○
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
山
々
を
つ
な
ぐ
橋
り
ょ
う
の
数
も
多
い
の
が

特
徴
で
、
こ
の
区
間
の
道
路
延
長
に
対
す
る
ト
ン

ネ
ル
や
橋
り
ょ
う
な
ど
構
造
物
の
比
率
は
、
実
に

七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
市
内
に
は

ト
ン
ネ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
さ
三
四
・
五
メ

ー
ト
ル
と
い
う
花
貫
橋
が
国
道
四
六
一
号
を
ま
た

い
で
い
ま
す
。
こ
の
橋
全
体
は
黄
色
に
塗
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
周
囲
の
自
然
景
観
を
考
慮
し

た
も
の
で
常
磐
カ
ラ
ー
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

海
や
山
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
貫
い
て
走
る

高
速
道
路
は
、
特
色
あ
る
自
然
景
観
や
風
土
と
解

け
合
っ
て
新
し
い
ま
ち
の
姿
を
作
り
出
し
て
い
ま

す
。

今
か
ら
一
○
年
前
の
昭
和
六
三
年
二
月
二
八
日

側
、
常
磐
自
動
車
道
の
開
通
を
記
念
す
る
「
歩
く

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
「
高
速
道
路
時
代
を
肌

で
感
じ
、
最
初
で
最
後
の
歩
く
会
を
楽
し
む
」
と

報
じ
ら
れ
た
こ
の
行
事
に
は
、
家
族
連
れ
な
ど
約

六
千
人
が
参
加
。
多
く
の
市
民
が
待
ち
に
待
っ
た

常
磐
自
動
車
道
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
一
○
年
。
自
動
発
券
機
が
登
場
し
、

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
が
全
国
に
先
駆
け
て
導
入
さ

れ
、
さ
ら
に
は
日
立
中
央
Ｉ
Ｃ
が
造
ら
れ
、
磐
越

常
磐
自
動
車
道
こ
の
一
○
年

年
々
増
え
続
け
る
利
用
者

ーﾉ

津
鍛
鍋
惑

自
動
車
道
が
つ
な
が
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大

と
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
取
り
組
み
の
中

で
少
し
ず
つ
そ
の
姿
を
変
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
姿
を
見
続
け
て
き
た
高
萩
Ｉ
Ｃ
で
も
、
磐

越
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
、
東
北
地
方
か
ら
の

通
行
券
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
冬
季

に
は
ス
キ
ー
を
乗
せ
た
車
が
数
多
く
行
き
交
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
高
萩
Ｉ
Ｃ
を
出
入
り
す
る
車
の
台
数
は
、

一
日
平
均
四
，
三
一
三
台
（
平
成
八
年
度
）
。
開

通
当
時
の
昭
和
六
三
年
度
は
二
，
六
六
七
台
で
し

た
か
ら
九
年
間
で
約
一
・
六
倍
、
ほ
ぼ
年
々
増
加

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
下
図
）
。
ま
た
、
平
成
八

年
度
の
高
萩
Ｉ
Ｃ
を
基
準
に
し
た
一
日
平
均
の
上

下
線
の
交
通
量
で
は
、
日
立
北
Ｉ
Ｃ
間
が
二
○
，

八
九
八
台
、
北
茨
城
Ｉ
Ｃ
間
が
一
八
，
七
九
四
台

で
、
Ｉ
Ｃ
間
で
は
東
京
方
面
に
向
か
う
ほ
ど
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
線
で
の
通
行
台
数
で

は
一
日
平
均
一
七
五
，
七
八
九
台
（
平
成
七
年
度
）

で
、
車
種
別
で
は
普
通
車
が
八
割
近
く
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
通
行
台
数
を
全
国
の
四
四
路
線
中

で
見
る
と
一
○
位
に
位
置
し
、
首
都
圏
へ
の
移
動

手
段
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要
な
道
路
と
な
っ
て
い

ま
す
。高

速
道
路
網
の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
て
、
年
々

そ
の
利
用
者
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

悲
惨
な
事
故
も
同
じ
よ
う
に
増
え
て
い
ま
す
。
高

速
道
路
で
は
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
よ
っ
て
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
も
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、
制

限
速
度
を
守
っ
て
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
料
提
供
：
日
本
道
路
公
団
東
京
第
二
監
理
局

日
立
管
理
事
務
所

、
）

[図] ，日平均の高萩IC出入交通量の推溌f謹溌燕 速道路は生活の－部です
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蕊I 大洗にある会社に毎日通勤

で高速道路を利用しています。

一般道では2時間かかるとこ

ろが、高速道路を利用するこ

とによって30分くらい短縮で

営業をしていますので、仕事
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きます。仕事は運送関係の営業をしていますので、仕事

でも高速道路を利用することが多いですね。いわき市へ

もたびたび行きますが、それから先に高速道路が延びる

ようですので、そうなると営業の範囲もさらに広がると

思います。私にとって高速道路は、なくてはならない生

活の－部になっていますね。
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かみてつな あげほちよう

－●所在地／高萩市上手綱字上ケ穂町1,010番2外

●地目／宅地 ●開発総面積/363, 124.73nf

●開発許可番号／平成6年12月26日第174号、平成9年6

月23日第7号(変更） ●計画総区画/651区画

●用途地域／都市計画区域無指定地域（建築協定区域）

●建ぺい率／50％ ●容積率／80％

●施設／◎道路…アスフアルト舗装(II512m，9m，6m)

全：鴬(繍潔会靜謹悪鵜噸罵水槽
麓･設備が……力･”集中プ｡バンヵュ
要？繊懸蕊.躍慰離宅懸地

●

鶏繍,…‘･諭＝/e／2了園から4 偏）
［土・日曜日も受け付けます｡］

受廿高萩市住宅公社
場所：套鮎W&鰯所内）

の分譲を開始します
●区画数／84区画

●共同受信施設等維持管理基金／契約時一括50,000円

●共同受信施設等管理運営費／入居後月額1,000円

●共同受信施設各個引込み工事費／引込み時各自負担

●公共下水道受益者負担金相当額/1㎡当たり 370円
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瀧織蕊識鶏蕊』
瀞‘

……蕊霞“増…弔郵

射

城銀行･水戸信用金庫・日立信用組

合・茨城ひたち農業協同組合．茨城

県労働金庫。

◆限度額／価格の80％以内（公的資金

を含む）で最高5,000万円。

◆年利／固定金利型．変動金利型…住

､松岡幼稚園…約2.7km

●交通/*JR高萩駅からでんて

つオーシャンバス堀ノ内バス

停下車徒歩約11分。

・松岡小学校…約2.8km

・松岡中学校…約2.7km

●行政／高萩市役所…約4.3km

*JR高萩駅からJRバス坂東

塚バス停下車徒歩約17分。

＊常磐自動車道高萩インターヘ

約1.6kin。

●教育／・松ケ丘保育園…約2.0km

●郵便局／・高萩郵便局…約5.2km

．上手綱郵便局…約1.5kln

●医療／・松岡クリニック…約3.2m

・博順会高萩病院…約2.5km

・高萩協同病院…約5.4km

宅ローン利率と同一。

◆返済期間／最長30年。

◆その他／事務手数料・保証保険料の

負担あり。また、融資内容は、金融

機関によって若干の差があります。
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標
高
五
一
六
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
君
田

中
学
校
。
豊
か
な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
た
同

し
い
た
け

校
で
は
、
椎
茸
栽
培
活
動
や
炭
焼
き
活
動
、

愛
鳥
活
動
な
ど
地
域
の
蒋
色
を
生
か
し
た
さ

謀
ざ
ま
な
活
動
に
取
″
組
鹿
蕗
い
ま
ず
。

Ｊ
今
月
号
で
は
、
自
然
生
産
活
動
と
名
付
け

ら
れ
た
こ
れ
ら
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

字

：
一
〆

が
僕
ら
の

学
校
の
玄
関
を
入
る
と
、
左
手
に
置
か

れ
た
水
槽
の
中
か
ら
元
気
に
泳
ぐ
ヤ
マ
メ

が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
透
き
通
っ
た
水
を

蓄
え
た
水
槽
の
中
に
は
、
同
校
で
作
っ
た

炭
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

常
の
管
理
も
必
要
と
し
、
生
産
ま
で
に
は

二
年
を
要
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
椎
茸
栽
培

の
技
術
は
、
活
動
の
記
録
と
と
も
に
毎
年

上
級
生
か
ら
下
級
生
へ
と
受
け
継
が
れ
、

同
校
の
特
色
あ
る
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
一
○
月
に
同
校
な
ど
を
会
場
に
開
か

れ
た
へ
き
地
教
育
全
国
大
会
で
は
、
こ
れ

ら
の
活
動
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
椎
茸
は
、
君
田
の
豊
か
な
自
然
の
恵

み
で
す
。
大
き
く
な
る
ま
で
育
て
る
の
は

大
変
で
す
が
、
と
て
も
楽
し
い
活
動
で
す
。

私
た
ち
は
今
年
卒
業
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、

永
く
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
佐
川
慎
一
さ
ん
（
三
年
）
。

県
道
か
ら
学
校
へ
続
く
坂
を
上
が
る
と
、

校
門
右
手
の
山
中
に
椎
茸
の
ほ
だ
木
が
並

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
前
に
は
「
椎
茸
自
然

栽
培
園
」
の
立
て
札
。
校
門
を
入
る
と
、

今
度
は
左
手
に
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
わ
れ

た
椎
茸
栽
培
の
ハ
ウ
ス
が
見
え
ま
す
。

椎
天茸
地栽
返培
しは

な 、
どほ

のだ

作木
業の
の確
ほ保
か 、

、植
日菌

君
田
中
学
校
の
白
然
唯
産
活
動

］
灰
蝦
澤
馳
討
、
｜
麺
蓉
聿
睦
吋
鮭
雑
筆
権

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
校
舎
の
隣
り
に
あ
る

炭
焼
き
小
屋
は
、
一
昨
年
に
新
し
く
造
り

替
え
ら
れ
た
も
の
。
二
月
一
七
日
㈹
に
行

わ
れ
た
炭
焼
き
活
動
で
は
、
昨
年
一
○
月

に
窯
入
れ
を
し
て
炭
に
な
っ
た
も
の
を
取

り
出
し
、
新
た
に
炭
の
材
料
と
な
る
ミ
ズ

ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
雑
木
を

定
め
ら
れ
た
長
さ
に
切
っ
て
窯
に
入
れ
火

を
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
炭
の
材
料
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
美
術
デ
ッ
サ
ン
に

使
う
た
め
の
小
枝
か
ら
、
松
ぼ
っ
く
り
や

竹
も
使
う
な
ど
多
様
な
試
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
炭
は
、
校
内
で

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
鳥
追
い
な
ど
の
地
域

の
催
し
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
炭
の
効
用
と
し
て
は
水
・
空
気
の
浄

化
、
防
腐
、
防
湿
な
ど
が
ぼ
く
た
ち
の
実

験
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
炭
を
日
常
生
活

に
使
っ
て
い
た
昔
の
人
の
知
恵
と
工
夫
に

感
心
し
て
い
ま
す
」
と
佐
川
弘
和
さ
ん

（
三
年
）
。

校
内
に
入
る
と
、
二
階
の
廊
下
に
は
同

校
が
行
っ
て
い
る
自
然
生
産
活
動
を
紹
介

す
る
掲
示
板
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
三
階

に
は
、
生
徒
自
身
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ

＝

三
だ
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踵胃柚でとうござ‘開ノ
一

|茨城県自治功労賞を受賞 『生徒裳の歌』 （2番）
. " ､ : 〕 ：:､､､f､ : ､灘.､ 、 ． . :: . :1 ， ､ ､､､

． 、 ､､､､‘ ； ． ． ．".-茅､､蕊， .; 灘､、 ：： 、 、 ． 、

蝋の鰯診迩?蕊わやかに ； Ⅱ

泳搦溌忍潔顔が由 ;騨蝿甥Ⅱ %JI"1
炭焼｡〈｡尋班■&呼間の輪

あの難のように臭っ血<、のびろ
， 、 、、 ．" " """､､:､、

いつも棲:らを見つめてる

明日を修じて歩き虫そう

が選ばれ、 2月16日(月)に表彰されました。

高萩協同病院の名誉院長として地域の医療

活動にあたられるとともに、市の予防接種事

業や無医地区診療業務にも携わっている浦井

さんは、昭和48年から高萩市国民健康保険運

営協議会委員として、国民健康保険事業の健

全な運営に尽力されました。浦丼さんは、

「これからも日本の国民のみなさんが、平等

な医療を受けられるよう、よりよい国民健康 認鍔識露噌捧

ｰ

保険の運営に務めていきます」と話していま

した。
た
細
か
な
活
動
記
録
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
部
に
君
田
地
区
で
見
ら
れ
る

野
鳥
の
紹
介
や
登
下
校
時
に
確
認
し
た
野

鳥
の
リ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。

愛
艫
鬮
懸
浬
繼
認
罰

デ
ル
校
」
の
指
定
を
受
け
て
今
日
ま
で
続

い
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
は
、
年
間

二
回
の
野
鳥
観
察
（
探
烏
会
）
や
巣
箱
・

き
ゅ
う
じ

給
餌
台
の
作
成
、
野
鳥
マ
ッ
プ
の
作
成
の

ほ
か
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
登
下
校
時
で

の
観
察
を
行
う
な
ど
日
常
的
な
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
私
の
学
校
の
近
く
に
、
こ
ん
な
に
も

た
く
さ
ん
の
野
鳥
が
い
た
と
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
探
鳥
会
を
通
し
て
君
田
の
自

然
を
改
め
て
見
直
し
ま
し
た
」
と
國
分
弥

生
さ
ん
（
｜
年
）
。

匡蓉

た人に贈られる県医療功労員に内田さんが選

ばれ、 2月10日(火)に表彰されました。

内田さんは、昭和46年から山間地域の無医

地区の巡回診療活動を進め、昭和51年からは、

医師がいなく閉鎖されていた君田診療所の管

理医師となって、診療活動にあたられてきま

した。 「受賞は、無医地区の医療に取り組ん

でいる高萩医師団10人と今は亡き医師の宮内

嘉一郎さんや福光寿さん、冑沼健雄さんを代

表して、管理医師である私が受賞したもので

す。無医地区への対応は、医者の使命でもあ

ると考えています。今後は、診療所へ来られ

ない寝たきりの高齢者に“かかりつけ医”を

サポートする往診なども取り入れていきたい

ですね」と内田さんは話していました。

同
校
で
行
っ
て
い
る
こ
れ
ら
自
然
生
産

活
動
の
特
徴
は
、
地
域
の
協
力
と
全
生
徒

の
参
加
に
あ
り
ま
す
。
椎
茸
栽
培
活
動
で

は
、
地
域
か
ら
ほ
だ
木
の
提
供
を
受
け
、

炭
焼
き
活
動
や
愛
鳥
活
動
で
は
地
域
の
指

導
者
が
協
力
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
活
動
は
班
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

は
い
る
も
の
の
、
実
際
の
活
動
で
は
全
て

の
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
分
担
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
こ
れ
ら
の
活
動
を
と
お
し
て
豊
か
な

自
然
の
中
で
培
わ
れ
た
先
人
の
知
恵
や
工

夫
を
学
び
、
地
域
を
愛
す
る
心
を
育
て
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

は
、
人
数
が
少
な
い
た
め
に
一
人
で
何
役

も
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

だ
け
に
自
分
の
新
た
な
可
能
性
を
引
き
出

す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
」
と
校
長
の
大
塚
清
先
生
。

ー

紐屋口茎皇麺
｢ｸﾘｰﾝ作鞠で自然を守るノf

君田中学校では、全生徒で「緑を

愛する少年隊」を組織し、毎年花

寶川周辺や小滝沢キャンプ場など

のゴミ拾いや清掃を行い、自然を

守る活動にも積極的に取り組んで

います。

q昨年は高萩カントリークラブ周辺

の清掃を行いました。

錦蝋溌糊

率､
鵜

麹噸織『灘瀞＝鯉.

君田診療所(毎週水曜日)は､次のみなさんが

交替で診療にあたられてし威す。 (敬称略）
･内田雄啓(管理医師) ･樋渡喜一 ・飯島嶌羅
･浦井利雄 ・宍戸昭夫 ・立花縢盛
・諸原英雄 ・石邦輔 ・滝宗章

・大和田康夫
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から建築確認事務
鯉
謡
雰
蕊
準
騨
琴
畢
需
》
》
祷
鞍
癖
準
率
輯
鋳
窯
蝿
癖を取り扱います’ 溌

譲

蕊

職

嬢

雑

雛

溌

雛

羅

識

識

蕊

蕊

》

露

・

″

、

、

＃

序 イ

ロ

‐
１
Ｆ
）

《
９敷地

ー 〆
ｰ

し違反をしないで… 灘

ノ、 建築確認申請などをしないで建築されますと、違反建築と

して工事の中止や使用禁止などの処理、罰則規定が適用さ

れますので、正しい申請、正しい工事、正しい使用をして

ください。

後退部分

、 し建築確認表示板を掲げて…

工事に着手したら完成までの期間は、建築確認表示板を工

事現場の見やすい場所に掲示することになっています。、雪” し確認通知書と検査済証は保管して…

工事が完了したら工事完了届を提出し、検査済証の交付を

受けてから建物を使用してください。

確認通知書や検査済証は、増改築などの時に必要になる場

合がありますから大切に保管しておいてください。

一

’

イ

、
ｍ

２
２１

皇灘識瓢ir

4m未満の道路…･…････．．････……

ー

Jー’

雁尾の灰屑屋犀が変わります

公営住宅法の改正に伴って高萩市営住宅管理条

例の改正を行い、 4月から運用することになり

ました。改正の主な点は、次のとおりです。 §

ちぎり絵展
1

□3glw<T訶盈一
□9幻0～15:Ⅸ）

'口常陽銀行高萩支店ﾛピ三,‘ｮ焔

繊萎蕊踊■ 、
: f

協
小
庵
幟

；
■収入基準額

○第1種、第2種の種別が廃止され、市営住宅の入居対象は、収入基準額

が月収20万円以下の世帯になります。

○高齢者世帯や身障者世帯の市営住宅の入居対象は、収入基準が緩和され、

月収26万8千円以下の世帯になります。

■単身者

○男女とも50歳以上の単身者も入居対象になります。

■収入に応じた家賃

○入居者の収入を勘案して適切な家賃負担になるよう、入居者の収入変動

に応じた家賃決定方式になります。これにより、収入超過者（高額所得

者や収入未申告者など）に対しては、民間住宅並みの家賃を限度とする

家賃を納めていただくことになります。

□4/6(月)～17(金）

□9:00～15:00

口常陽銀行高萩支店ロビー

識
蕊
騨
錘
識
鍛
鍵
識
辮
撫
騨
識
辮
辮
識
識
蕊
総
輝
辮
辮
鑛
蝉
難
鱸
謎
舞
鍔
識
鑛
謡
識
斡

; i “ … とうえ

職永桃恵 一
輔
一
筆

喝
『
『
耐
和

氷霧鐵震鴬

□3ﾒ1§(金)～4/6（月）
□9:00員こ18:-30－－

□みよし手綱店ギャラリー§
騨鍵鍵鍵蕊羅灘鍵鍵識灘蕊騨蕊鱗蕊鶏譲灘蕊譲蕊蕊鰯蕊識鱸瀧蕊灘蕊蕊議蕊灘蕊識雛鍵鑑識鱗議鍵鶏鍵灘鍵蕊灘灘灘議灘難鍵灘蕊蕊 譲鑛蕊鍵灘蕊蕊雛灘
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＝ 二-二

I受f賞､柚でとうございますノ
高萩市が4月1日(水）

こ＝ ＝～一

ﾛ平成9年第35回茨城県食品衛生大会
■茨城県知事表彰〈食品衛生優良施設＞

株式会社イトーヨーカ堂高萩店 ■建築課建築指導係學公23-2111内綴402■
；

家の新築や増改築、移転する

ときは、工事を始める前に建築

確認の申請を行うことになって

います。

現在の建築確認申請は、すべ

て高萩市を経由して茨城県に出

すことになっていますが、 4月

1日(水)からは、市が、住民サ

ービスの一環として『一般特定

高萩市役所

r， 00'~､
、こ／

建築確認申請

《
象
》

埋零；「食品はお客様の□に入るものですので、

衛生と安全管理には細心の注意を払っていま

す。作業場の整理整頓や売り場の温度管理を

はじめとして、店内に並べられた食品は、必

ず自分の目で見てチェックしています」と同

店食品統括マネジャーの和久修さん。

行政庁」 となり、建築確認事務を取り扱うことになります。

市は、 自然に恵まれた環境を生かしながら、みなさんが

安心して生活できる住みよいまちづくりのために、 『一般

特定行政庁』 としての仕事を進めていきますのでご協力を

お願いします。

悪

ー′

■(社)茨城県食品衛生協会長表彰

〈食品衛生優良施設＞

高萩ドライブイン

蕊
篝
謬
善
『
Ⅱ
哩
評
《
恥
琴
蕊
簔
蕊
溌
綴
蕊
識
蕊
騨
灘
蕊
蕊
識
錘
議
羅
講
鱈
溌
鍵
簿
蕊
瀞
．
謬
鰯
鳥
鍵
罵
謹
溌
識
難
溌
繍
溌
鱗
蕊
識
鶴
灘
瀧
瀧

轆
琶
、
亭
篭
識
筆
謹
驚
淳
鈩
蕊
丹
鞠
離
撫
鰐
彩
輝
騨
熟
鴬
郡
端
弾
無
噸
職
蝉
惑
識
騨
癖
鈩
腓
蟻
騨
辮
鐸
騨
識
率
蕊

＊建築確認申請の手続き上の注意点■(社)茨城県食品衛生協会長感謝状

〈食品衛生指導員〉

佐藤レイ子さん（本町）
（ 1 ）建物の大小にかかわらず、すべての建物の建築確認

事務は、高萩市役所の建設部建築課建築指導係で取

り扱います。

（2）住宅金融公庫の融資を受ける建物の設計審査や現場

審査の業務も、高萩市役所の建設部建築課建築指導

係で取り扱います。

(3)建築確認申請手数料は、高萩市役所の会計課に現金

で納入することになります。茨城県収入証紙は、扱

全国高校新聞ｺﾝｸｰﾙ
……厩;:麺； 県立高萩高校の

「萩苑」が奨励賞鼠 潭
蓮
沌
年
に
鋳
地

Ⅱ
１
足
！
…
…
１
１
１
１
１
Ｆ
…
ず
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

寺

》

認

雑

澄

鞭

靜

“

7．

I

このコンクールは、文部

省などが主催して行ったも

ので、出品した作品は倉|｣立

70周年の記念号を含む今年

度発行の3紙。 「取材、原

稿の作成、校正、割付けな

ど発行までの作業は大変。

でもできあがったときの言

いません．

L_
渉蟻;蕊“穂縦噌、 ､、，

蕪､晶錨鱸離鼬窯鍬雛蕊窯』:耀勘辮欝i騨鎚i蕊;識&:辮識聡鴬識騨溌瞳鎧蕊罰f鵜雛“i曙製

織識灘職噌識溌ﾂ瀧驚識溌蕊錘驚審議識識難癖簿； 灘;癖簿群懸藤禰繼溌蕊…；
ふ.､雌椴』獺露軸耕；織識撫無;･溌舜輔椛溌翻礎鍛謹

識辮議難識鱸識慈鍛錘蕊蕊

１
４
１
１
曲
噸
ｋ
ｌ
堀
６
題

拠
剪
縦
赫
溌
が

諾
土
牢
掩
階
Ｌ
〒

ｰ

鐵に塞冒言弓 初

壜1嚢辿圖曇

びは何ともいえません。私は今年で卒業です

が、これからもがんばって続けてほしいです

ね」と橋本容子さん(3年)。 大久保市長

3期目を迎

◆高萩市長選挙の結果◆
（敬称略）

・大久保清…9,950票
みきろう

・岩倉幹良･･ ･ 6,809票

任期満了に伴う高萩市長選挙が2月

1日（日）、衆議院小選挙区茨城県第5

区選出議員補欠選挙とともに市内27か

所の投票所で行われ、即日開票の結果、

現職の大久保清市長が三選されました。

大久保市長は2月4日(水)に初登庁

し、 「厳しい財政状況ですが、市民生

活の向上を目指して政策の推進に取り

組んでいきたい」とあいさつしました。

票
票
人
％

０
９
８
３

８
３
１
２

１
１
〈
ｕ
Ｊ
９
白
。

，
，
の
ノ
ム

ハ
、
〉
ワ
Ｉ
ハ
、
〉

１
且
口
乙

＊無効投票

＊投票総数

＊当日の有権者数

＊投票率左から、鈴木かおりさん(1年)、鈴木朋子さん

(3年)、橋本容子さん(3年)、岩船俊さん(1年）
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鱸

圀園仕事ですか?⑳
蕊

国民年金の

適正な運営に努めています

保険年金課国民年金係内線232

ロ零ロ零

、
●
‐
‐
Ｊ
！
！
』
な漁

癖

斑
蕊蕊

蕊蕊

国民年金の加入手続きや保
薄…

険料の納付の他、国民年金
ダ

に関わる各種届け出の仕事鐸

ー

をしています。

副雲金
してい霞

●保険年金課課長補佐

兼国民年金係長

小林賢一

●聞き手

大和田靖子さん

（高萩）

口弾:静

螺W鐸＃Ｑ
，
老
後
の
生
活
設
計
に
は
欠
か
せ
な

い
国
民
年
金
で
す
が
、
そ
の
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
，
現
在
の
制
度
で
は
、
二
○
歳
か
ら

六
○
歳
ま
で
の
人
は
、
だ
れ
で
も
何

ら
か
の
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
公
的
年
金

制
度
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
国
民
年

金
は
そ
の
土
台
の
部
分
で
す
。
会
社

員
や
公
務
員
な
ど
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

Ｏ
Ｌ
を
対
象
に
し
た
厚
生
年
金
や
各

種
共
済
組
合
の
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
国
民
年
金
に
も
加
入

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
，
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
，
ま
ず
、
二
○
歳
を
迎
え
る
人
に
は
、

事
前
に
国
民
年
金
の
案
内
を
行
っ
て

加
入
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま

、
暇
一
段

蕊4，
＝

／

塗ー

ついての相談会を定期的に開いて、 日立社会保年金に

険事務所と市役所の担当者がみなさんの質問に応じて

います｡ [写真は2月18B (水)]

た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
人

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
，
確
か
に
学
生
を
は
じ
め
と
し
て
何

ら
か
の
事
情
で
仕
事
を
や
め
た
よ
う

な
人
に
と
っ
て
は
、
保
険
料
の
負
担

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
は
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
等
を

加
え
て
最
低
二
五
年
以
上
保
険
料
を

納
め
な
い
と
、
給
付
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

Ｑ
，
老
後
の
生
活
設
計
を
思
う
と
、

も
っ
と
真
剣
に
年
金
の
こ
と
を
考
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。

Ａ
，
市
民
の
中
か
ら
一
人
で
も
無
年
金

者
を
出
さ
な
い
と
い
う
方
針
で
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
私
た
ち
の
係
は
み
な
さ

と
り
で

ん
の
老
後
の
生
活
を
守
る
最
後
の
砦

に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
、
窓
口
で
は
保
険
料
を
預
か
っ
た

り
、
年
金
の
支
払
い
に
関
し
て
の
事

務
や
国
民
年
金
に
関
わ
る
各
種
届
け

出
の
処
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
仕
事
の
中
で
も
、
保
険
料

を
納
め
て
い
な
い
人
へ
の
対
応
や
事

務
量
が
多
く
大
変
で
す
。
加
入
者
の

み
な
さ
ん
に
は
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
口
座
振
替
の
利
用
を
勧

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
，
加
入
し
て
い
る
人
の
中
に
は
、
仕

事
を
途
中
で
や
め
た
り
し
て
、
納
め
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儲
;蕊迩索錘銅醗M『" I 謀I""f､:識獄隷議: : ≦Ⅷ "、－ ゞ Ⅷ: L, :蕊1. 患

3／17(火)午前10～午後3時／市民相談室

n牛活環境課内線362※この日以外は中央交

通事故相談所へ。平日午前9～午後4時30分

／水戸市柵町1丁目水戸合同庁舎3階盃029

225-2803／弁護士相談は水曜日午後1～3時‘

:霧識穐識卯1いﾙﾙM㈱ # I 野I…:蕊講蕊蕊裁燕" ＃

3／12(木)と26(木)午後1～3時／市民相談室

／鈴木清相談委員狂222095口秘書課内線252

{鋪鐸票鰯遜感栂鐡溌盛蕊蕊溌;'溌継；

3／27(金)午前9～12時／北茨城市心身障害

者福祉センター口福祉事務所内線353

I拳屋児面橿談 垂ﾐ篝塞識=~

火曜日午後1～3時／市民センター口福祉事

務所内線352

:慰醗蕊逵相談＃内 ｶ ｻﾙ ｾ､『唾誇謹溌蒸蝉ﾘ〆(…銘

木曜日午後1～3時／市民センター口社会福

祉協議会内線354

政

「
事
故
は
外
！
」
で
交
通
事
故
を
追
放

・
・
・
国
民
年
金
（
３
月
分
）
で
す
。
納
期
は
、

第22回交通安全市民のつどいと第19回交通事故追

放豆まき大会が文化会館で開かれ、約600人のみな

さんが参加しました。会場では、交通安全活動に尽

力されたみなさんや交通安全ポスター入賞者の表彰

式が行われた後、関係者がかみしも姿で「事故は

外！ 」の掛け声とともに豆をまき、交通事故ゼロを

みなさんといっしょに願いました。 ー/

謹窪嫁の教室高萩小学校窓23-4240

霧鐘も（小・中学生>轤談豆こ

教育委員会学校教育課a231135

鍵康・育児相談 I ; i j!琴玉§要

月曜日午前9～11時口保健センター窓242121

:慈痴電電錘簿相談MN<霊総識溌〆 〆“

毎月第3月曜日午前10～11時口保健センター

恋242121

i§溌権棺談"fﾐ"鈴木廣美a28-0103

岡野邦弘窓23-2525大平喜美子恋224128

大森啓三念23-1245大部智江念280306

;毫体障害書相談 椎名修金22-2419

郡司寅松念23-0687 鈴木康彦盆23-4316

f輻縛薄弱者相談沼田うた子壷22-4544

津錘穏識""""ﾊI溌競翻購蕊銅欝慰職

・常陽銀行高萩支店盆222160…4／10(金）

・茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店

恋223617. ．平日午前9～午後4時

;障害幼児親子教室（季緬鐡):= 二

■自閉傾向のある就学前の子とその保護者が

対象／毎月第2．4金曜日午前10～12時口県

中央児菫相談所日立分室盆0294-220294

;錆純爆健相談{ 《矛絢鰯》舞悪: :蕊

3／25， 4／1 ． 8 ． 15の水曜日午後1～2

時口日立保健所壷0294-224188

鐡議議志瀧識I好HMi鍾涛窯溌諏繊厩
午後1～5時／茨城司法書士会盆029-225-0111

約
一
，
五
○
○
点
の
作
品
を
展
示

蔦I

やt

II

1 1

1,1 1

' 1

1
'1J

叩 I

j

J

蕊で
す
。 市内の幼稚園や保育園(所)、小・中学校、高等学

校のみなさんの絵画や言、工作など約1,500点の作

品を集めた第11回子ども作品展が市民体育館で開か

れました。今年は、本市がエイズ教育の指定地区と

なっていることから、エイズの理解を進めるポスタ

ー約100点も展示され、会場には、家族連れなど約

2,000人の入場者が訪れました。

皿
・
毎
週
州
癖
却
局
ｊ
時
ま
で

‐
）

1

I〃1

広
い
ゲ
レ
ン
デ
で
ス
キ
ー
を
楽
し
む

脈

ろ
浦
侭
調
愉
線
２
２
１

▼
住
民
票
の
交
付

▼
戸
籍
膳
（
抄
）
本
の
交
付

▼
印
鑑
登
録
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

(
l f

1

『 I

(1
1

い

'
1

鍔 1 勤労青少年ホームが主催するスキーツアーが開か

れ、ホーム利用者など40人が参加しました。これは

若いみなさんの交流を図るために毎年開いているも

ので、今年の会場は、近代的な設備と広いゲレンデ

の苗場スキー場（新潟県)。参加したみなさんは、

それぞれにスキーやスノーボードで思い思いのシュ

プールを描いていました。幟震ず相談糧｡鶚：戸 f.¥|g f
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鱗
嘩蝉輯露

鞠
韻…､瞳､､配鐸

譲轆郷

ネイチャーゲーム

しげたか初級指導員
照井重隆さん（大和町）大

唾
亜
舞

啄
姪
ず

必
報
一
《
一

堀
震
室

戒
め
Ｅ

一
議

丹
鍔
＃
》
〕
貼
韓
惑
砂
印
審
轟
零
野
貼
轄
舛
嘩
貼
〈
浄
一

毎
Ｊ
《
毎

勲
〃
”
ｕ

Ｆ
皿
蝿
麺
画
面
、
に
拒
握
に
三
【
函
》

’ スポット
4ｺ ●

★1月に(社)日本ネイチャーゲーム協会の『ネイチ

ャーゲーム初級指導員』の資格を取得されました

が、どんな活動をするのですか？

地域活動や社会教育、学校教育の場で、ネイチャ

ーゲームの指導にあたることができます。ネイチ

ャーゲームとは、五感を使って自然を感じ、感動

し、その体験を分かち合うための野外活動です。

市内では、ボーイスカウト団の中田幸雄さんと赤
もとやす

津元康さんがこの資格をお持ちです。

★資格取得のきっかけは何？

自然が好きで、山歩きや渓流釣りを楽しんでいま

したが、たくさんの人と自然の中で遊び、楽しめ

たらいいな～と考えていたところ、 この資格のこ

とを友人に紹介されて講習を受けたのです。

★1月初旬に大和町子供会の親と子を対象にネイチ

ャーゲームをされたところ、好評でしたね。

初めての指導でしたから緊張しましたが、思った

f識

y急
1M
塗.”

垂

畷

貸

灘“

蕊
墨亀

、 ｌ
午
後
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
み
な
さ
ん

《蔓

：
蕊

医療法人それいゆ会高萩それいゆ病院

デイケア棟

外来部門婦長、

佐藤綾子さん

高
萩
そ
れ
い
ゆ
病
院
は
、
平
成
二

年
八
月
に
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
創

設
し
た
病
院
で
、
平
成
七
年
三
月
に

医
療
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

ち
ほ
う

老
人
性
の
痴
呆
を
専
門
と
し
て
い

る
病
院
で
す
が
、
内
科
と
精
神
科
、

泌
尿
器
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
状
況

に
応
じ
て
長
期
の
入
院
も
受
け
入
れ

て
お
り
、
’
五
○
床
の
ベ
ッ
ト
は
、

い
つ
も
満
床
で
入
院
待
ち
の
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
を
少

し
で
も
改
善
し
よ
う
と
始
め
た
の
が
、

高
齢
者
の
デ
イ
ケ
ア
で
す
。

入
院
待
ち
や
退
院
後
の
患
者
さ
ん

な
ど
が
、
気
軽
に
利
用
で
き
、
大
変

な
在
宅
介
護
の
手
助
け
が
出
来
れ
ば

と
思
い
、
平
成
七
年
七
月
に
始
め
ま

し
た
。
送
迎
・
給
食
・
入
浴
サ
ー
ビ

無 ○
ス
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、

明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
患
者
さ
ん
が

生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
よ
う
ス
タ
ッ

フ
｜
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

病
院
の
行
事
で
あ
る
花
見
会
や
夏

祭
り
、
運
動
会
な
ど
の
際
に
、
女
性

の
お
年
寄
り
に
は
、
お
化
粧
を
し
て

あ
げ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
表
情
も
生

き
生
き
と
し
て
態
度
も
シ
ャ
キ
ッ
と

し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
工
夫
を
し
な

が
ら
、
少
し
で
も
お
年
寄
り
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
の
五
月
に
は
、
高
浜
町
に
現

在
建
築
中
の
老
人
保
健
施
設
「
ノ
ア
」

が
完
成
し
ま
す
。
高
齢
化
社
会
が
進

む
中
で
少
し
で
も
地
域
の
み
な
さ
ん

の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま

す
の
で

い
。

、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

盆
餌
‐
０
７
７
０

宇雪の前に立つ潤田さんご夫婦

ｰ

！余

§

［
ー

今月のFaMEr"輯

家]
[農業

準かく
備月

営
の
規
模
拡
大
と
良
い
環
境
で
牛
を
育

て
る
こ
と
を
目
指
し
て
田
代
団
地
に
入

り
、
酪
農
に
携
わ
る
沼
田
さ
ん
。
約
一

七
へ
ク
タ
ー
ル
の
牧
場
に
は
、
妊
娠
中

ま
だ
ら

の
牛
や
子
牛
を
含
め
て
、
白
と
黒
の
斑

も
よ
属
っ

模
様
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
が
九
五
頭
い

ま
す
。
今
は
、
半
分
の
牛
か
ら
朝
と
晩

し
ぽ

の
二
回
、
ミ
ル
ク
を
搾
っ
て
茨
城
北
酪

農
業
協
同
組
合
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

「
常
に
ミ
ル
ク
を
搾
れ
る
の
で
は
な

バ
ラ
ン

父
親
の
仕
事
を
継
ぎ
、
二
年
後
、

搾
れ
る
の
は
、
出
産
後
か
ら
一
○

間
で
す
。
そ
の
後
、
妊
娠
と
出
産

の
た
め
に
二
か
月
間
ほ
ど
体
ま
せ

沼
田
淳
さ
ん
（
秋
山
）

え
さ

ス
の
良
い
餌
と

環
境
と
愛
情

蕊 ;

経
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「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

生
涯
学
習
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
。
人
生
八
○
年
時
代
、
一
つ
の
こ

と
に
こ
だ
わ
っ
て
一
生
を
生
き
る
こ
と
は
、

非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
生

涯
学
習
と
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
亡
く
な
る

ま
で
の
生
涯
を
通
じ
て
の
個
人
、
ま
た
は
、

グ
ル
ー
プ
学
習
で
、
決
し
て
定
年
後
の
人

生
を
考
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
高
萩
市
文
化
協
会
で
発
刊
し
て

い
る
市
民
文
化
誌
「
ゆ
ず
り
は
」
を
例
に

と
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
原
稿
は
同

協
会
会
員
だ
け
で
な
く
、
広
く
家
庭
や
学

校
、
社
会
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
個
人
か
ら
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

撫蕊高萩弱の

縦応撒f、

G ●

中村俊秀さ ・油絵。

(高萩） 高萩美術協会会員

●｡●●｡●●申｡●■｡●■｡■○・●■●■●●●p岳●岳●■●●○4●●■■p■■■●●■GCbe●●｡｡｡●■甲■●G●●

は

②
絵を通して広がる交流

「弟が入っている美術団体の会合に行きましたら、

絵を囲んでみんなで批評し合っている様子が、 とて

も楽しそうでした。その仲間になろうと油絵を描き

始め、 10年がたってしまいました。楽しい交流のつ

いでに絵があった、そんな感じで絵を描いてきまし

た」と中村さん。

絵の道具は弟さんのを借用し、最初のモチーフは、

高戸の田んぼに建つ少し朽ちかけた蔵でした。それ

以来、絵の基本テーマになっているのが、 「都市の

風景」で、その多くは、家(建物） ・風・空などがモ

チーフになっている抽象画です。

「季節や時間的な変化、気象条件、そして人為的

な力に影響されて、様々な表情を見せてくれる街。
二んぜん

それら全てのものが揮然一体となり、街の風景と

なっていく過程に興味が尽きません。絵は、 -上手下

手というよりも、 自分が理想とするものを描いてい

きたいし、趣味の範囲として自分自身のために描い

ていきたいですね｣。

中村さんにとって、見慣れた風景であっても感動

を覚えたり心に残ったりしたことが、キャンバスへ

＃ 蕊

#

の
「
ゆ
ず
り
は
」
に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
文

化
・
芸
術
活
動
に
つ
い
て
市
民
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
連
携
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
の
一
○
月
に
文
化
会
館

で
開
か
れ
た
企
画
展
「
高
萩
市
内
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
連
携
を
考
え
る
』
や
第

一
八
回
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
高
萩
の
美
術

展
』
も
、
こ
の
一
つ
の
連
携
の
試
み
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
試
み
が
、
今
後
も
継
続
し

て
数
多
く
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
生
涯
学

習
を
進
め
る
上
で
の
大
き
な
課
題
で
す
。

今
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
文
化
、
趣
味
と
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
を

超
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
へ
の
取
り
組
み

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

歩
き
・
み
．
ふ
れ
る
自
分
探
し
の
旅
◆
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
恐
鱈
‐
１
１
３
１

…
生
涯
楽
習

ーノ

ｊ
若
葉
剣
士
会
は
、
昭
和
四
六
年
に
発
足
。
そ
の

蕊
た
動
雪
時
か
ら
長
男
が
綴
い
て
次
男
が
お
世
話
に
葱

れ
活
昨
り
ま
し
た
。
次
男
を
送
り
迎
え
し
な
が
ら
、
練
習

》
寄
稿
一
大
そ
し
て
先
月
は
四
段
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で

ら
の
ん
を
見
て
い
た
私
に
、
「
見
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

え
会
さ
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
指
導
の
先
生
か

》
誕
誇
匡
誘
詫
伽
が
壼
罐
韮
一
司
嶢
轌
匪
罰
皿
壷
率
暇
痙
甦

援
若
田
こ
の
間
自
分
自
身
も
数
多
く
の
試
合
に
も
出
場

応
和
し
、
ま
た
技
術
の
習
得
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。
気
軽
に
始
め

ｰ

1

1
1

i■LJr" かいいきはっはん

『界域方反」
助引･ 晶奇⑤ﾛやﾄ

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
設
立
三
○
周
年
を
迎
え
る
若
葉
剣
士

会
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
長
い
間
私
た
ち
の
活
動

が
続
け
ら
れ
た
の
は
、
設
立
当
時
か
ら
後
援
会
長

や
す
ま
さ

と
し
て
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
佐
川
安
應
さ
ん
を

は
じ
め
、
技
術
指
導
の
長
久
保
正
次
先
生
な
ど
た

く
さ
ん
の
先
生
方
の
ご
尽
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
特
に
佐
川
さ
ん
は
、
発
足
当
時
、

東
奔
西
走
さ
れ
て
防
具
を
用
意
さ
れ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
昭
和
六
三
年
に
は
、
永
く
高
萩
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
は
じ
め
、
茨
城
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
役
員
の
職
に
あ
っ
て
文
部
大
臣
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
佐
川
さ
ん
の
地
域
や
社

会
活
動
に
対
す
る
情
熱
は
、
今
も
私
た
ち
の
活
動

の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
活
動
へ
の
取
り
組
み
に
は
、
応
援
団

の
協
力
が
必
要
で
す
。
若
葉
剣
士
会
は
た
く
さ
ん

の
応
援
団
に
囲
ま
れ
て
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。

「

て
か
ら
ま
た
搾
る
の
で
す
が
、
こ
の
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
の
が
、
難
し
い

で
す
」
と
沼
田
さ
ん
。

出
産
月
や
健
康
に
関
す
る
情
報
を
記

し
た
一
頭
一
頭
の
履
歴
書
を
基
に
、
計

画
的
に
営
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
、

妊
娠
や
出
産
に
よ
っ
て
体
調
を
崩
す
牛

も
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
牛
か
ら
は
、

ミ
ル
ク
を
搾
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
月
三

回
、
抜
き
打
ち
で
行
わ
れ
る
ミ
ル
ク
の

成
分
検
査
に
合
格
し
な
い
と
、
出
荷
制

限
の
罰
則
が
課
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
生
産
母
体
で
あ
る
牛
の
健
康
維
持

に
一
番
大
切
な
の
は
、
と
に
か
く
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
餌
と
環
境
、
そ
し
て
愛
情

で
す
ね
」
。
沼
田
さ
ん
は
、
そ
う
言
っ

て
牛
舎
を
見
回
っ
て
い
ま
し
た
。
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まちの情報をお寄せください。

函醗蠕撫fW_4653e

mn
漣

B23-1151, 1152 a24-0019

高萩市役所の郵便番号は、318-8511です（

ｰ
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35:稗
号圓 17,399人(-7）

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

■
■
■
■
■

１
１
１
１
１

まち且②

合鰯
17,891人（－2）

11，688世帯（＋4）

人
々
》
と
の
出

承
市
寸
椒
罪
癖
諏
二
生雛、■第9回高萩市子ども会駅伝大会

［とき］ 2月22日（日） ［ところ］手綱工業団地内

［参加チーム] 17チーム（他にオープン参加3チーム）

口優勝秋山下・南（高原将平、大森雄大、三代桂子、

坂本幸四郎、管野賢司、三国保子、坂本昌美、五名尭

也、芳賀秀人、朝日翔）

口準優勝島名団地（天野良太、和田夏樹、山縣理紗、根

本敬士、大高亮介、若松梨絵、椎名将之、山本奈津美、

日比谷亮、山尾拓郎）

口第3位小島子供会（原智之、征矢祐輔、相田真央、芳

賀勇侑、渡辺裕之、丹野江里、秋葉真実、佐久間浩一、

屋形雄大、大部和弘）

｣

灘灘
L三

旧副馴割薬物乱用防止を識る,月22日(日! '［
高萩市、北茨城市、十王町の各ライオンズクラブが

合同で主催した「覚せい剤等薬物乱用防止講演会」が

文化会館で開かれ、約700人が参加しました。当日は

薬物乱用の現状について高萩警察署生活安全課長の深

Jil雁志さんから報告があい｡』競い#て「すばらしき人々
←.;． ： ． ． ‘ 、ミ 、蕊－ ．

!ど§の鰯会い｣｡ と､題した安部議二;さんの講演が行われま
した｡ ， 』:い::〃"1

ー

]|中重磨庭料理を楽し記岬旦亙Ⅱ
.f高萩市国際交流協套茜:はぷ『抵界のグルメ講座」を"中央

“ 、 ；

公民館で開きました｡7回目を迎えた今回は、上海出身の
ヨーb リーズン

桃倒珍（日本名は生田目洋子） さんを講師に迎え、ちん

げん菜を使った妙め物や中華風サラダなどの家庭料理を作

りました。参加したみなさんはできあがった料理を前に、

講師の桃さんを囲んで楽しく食事をしていました。

可 現ﾖｩｭj 唱久 aZ 4晶呈卦 場?151謂 ゴ設革－暑き､､b お弓鈍邑串、轄田､晋轄設 罰暉二…諄…苫誇、､､色色

8

I雛急

＃

ド 蕊

識
~患

〆

パックを持ち寄って河原に集合し、その中に数匹ずつ分け

てもらい一斉に放流しました。
←~‐ ｜

藍

曇
雲

呉

｢種

ゴ

灘
蕊

議
蝉
隙
騒蕊 蕊鶏騒

蝋
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福
祉
事
務
所
内
線
３
５
５

昨
年
の
４
月
に
開
設
し
た
児
童
ク

ラ
ブ
で
は
、
新
入
学
や
進
級
の
新
た

な
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
４
月
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
会
員
を

募
集
し
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
主
に
遊
び
を
通

し
て
社
会
生
活
な
ど
に
必
要
な
生
活

習
慣
を
学
習
す
る
場
で
、
そ
の
指
導

に
は
、
専
任
の
指
導
貝
が
あ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
活
動
を
行
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。
各
児
童
ク
ラ
ブ
と

も
見
学
は
自
由
で
す
の
で
、
電
話
で

連
絡
の
う
え
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
４
月
１
日
㈱
か
ら
入

会
す
る
場
合
は
、
Ｂ
月
妬
日
伽
ま

で
に
申
請
書
と
添
付
書
類
を
提
出

の
こ
と
。
募
集
は
、
随
時
行
う
予

児
童
ク
ラ
ブ
の
会
員

G■■■■■■■■合凸■■■■■■｡、●由
■■●■●＆■■■●凸■■■■■●●■ba4b■●｡■■●●■岳｡■G●■合■ ■

■児童クラブの所在地など

蝋鴛“
学級・講座生の募集は、

4/6日(H)から23日附まで。
詳しくは、 4月6日（月）に配

布するチラシをご覧ください，

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

平
成
旧
年
度
前
期
受
講
生

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

遍
謁
‐
７
１
７
７

■
講
座
期
間
４
月
か
ら
ｇ
月
ま
で

の
Ｂ
か
月
間
（
全
旧
回
）
・

■
対
象
原
則
と
し
て
市
内
に
居
住

定
で
す
の
で
、
４
月
１
日
伽
以
降

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
提
出
先
各
児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
、

福
祉
事
務
所
へ
。

、や〆
蕊蕊凝礎熊 恋23饗1125

強談､ ､ 、

壷23=04泌

懲辮

綴溺 公民

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

恐
お
ｌ
ｌ
ｌ
３
１

■
耕
作
地
安
良
川
の
八
幡
宮
大
鳥

居
前
の
畑
（
高
萩
小
学
校
西
側
）
。

■
面
積
１
家
族
約
７
坪
。

■
期
間
４
月
か
ら
翌
年
の
２
月
ご

ろ
ま
で
。
※
耕
作
料
は
無
料
。

■
募
集
家
族
岨
家
族
（
募
集
数
を

超
え
た
場
合
は
、
抽
選
）
・

■
対
象
市
内
在
住
で
、
農
家
で
は

な
い
家
庭
。

■
申
込
方
法
電
話
ま
た
は
、
は
が

ま
た
は
勤
務
し
、
仕
事
を
持
つ
独

身
の
男
女
。

■
申
込
方
法
１
か
月
分
の
受
講
料

を
添
え
て
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
。

■
受
付
期
間
３
月
Ⅲ
日
㈹
か
ら
先

着
順
。

「
家
庭
菜
園
」
を

耕
作
し
ま
せ
ん
か

寒蕊霧蕊蕊蕊

議蕊蕊議蕊謂瀧識識蕊識

辮辮
麹瞬懲蕊:蕩蕩瀦

蕊･噌鐙、~;鍔
-溌覇
ｲｰ唱蝿鐸、

馥一

…
識

蕊織溌 鍵
』く蝿串輻噌唱導坤串澤串
’ 1､唖､串鑑〈 串溢j
一 蕪蕊燕琴雷‘ 舞罰鱗 誰燕蕊錨露､

ｰ

E哩 で迅速なトラブル解決を －－－ －－－－-一一一一一一一一■■

[入場無糊’
一一一一一一一J一■■

心の健康づくり講演会
今年から簡易裁判所において30万円以下のお金の支払い

を求める事件について、小額訴訟と呼ばれる新しい手続き

が利用できるようになりました。この手続きでは、通常1

日で審議が終わり、その日のうちに判決が言い渡されます。

簡易裁判所には、小額訴訟の手続きを説明したリーフ

レットや簡単に訴訟や答弁害を作成できる定型用紙などが

備え付けてありますので、ご利用ください。

○水戸地方裁判所丑029-224-0011

●とき 3月26日（木）午後1時30分から3時30分まで。

●会場日立保健所（日立市助川町2 6-15)。

●テーマ 「こどもの行動が訴えるもの」

●講師黒田浩司さん（茨城大学人文学部助教授)。

●募集人員 100人。 ＊定員になり次第締め切ります。

○日立保健所精神保健担当グループ盆0294 22-4188

茨城県ネイチャーケーム協会謡立
第1回初級指導員養成講座生募集中

判[ 弘＋

ユ 難
つばきちんざん

椿椿山に画を学び山水画や花烏画を得意とし、成田山

新勝寺や川崎大師平間寺とも所縁が深かった、高萩市安良

川生まれの小林寒林(1813～1887)の作品などを紹介します。

●とき 2月11日(水)から3月22日(日)の40日間。

午前9時から午後4時30分まで。 ＊月曜日休館。

●会場常陸太田市郷士資料館（梅津会館） 1階展示室。

＊常陸太田市西二町恋0294 72 3201

○常陸太田市教育委員会生涯学習課盆0294-72-3111

●とき 6月26日(金)から28日(日)の2泊3日。

●会場県立白浜少年自然の家（行方郡麻生町白浜1 ,466)。

●募集人員30人。※先着|||目。

●対象者ネイチヤーゲームに関心のある18歳以上の人。

●参加費24,000円（宿泊費、食事などを含む)。

●締切り 6月12日（金）必着。

○申込先〒311-4153水戸市河和田町56-99茨城県ネイ

チャーゲーム協会軍司義次さん盆029-221-3582
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学区

名称

所
在
地

学
間

小
昼

の
、

区
で

学
子

各
の

＊
でま

。
生

人
年

０
３

羽
ら

ｂ
都
４
可

む
勘

錘
犀

募
集

杏 保護者のいない子｡募集数に余裕
員 のある場合は、学区を問いません。

高萩小学校学区

あおぞら学童クラブ

安良川1,234-4

(旧あおぞら保

育園)狂23-5088

束小学校学区

ゆうゆうクラブ

有明町1-144

(束幼稚園南側）

丑23-7643

畠
ゴ
コ

講座名)

茶道教室

着付教塞

パｿｺﾝ錘
撫蕊蕊
パゾ壷

卜津i”鐵駕

箪遭準

謡
叫
蕊
撚

談‐

心
州
秘
皿
“
篭
》
‐
、
、
坐
圭
一

遥資| :曜日
|火曜日
水曜日

叫
一
狐

20人

水曜日

火曜日

木曜日 2,000円

木曜日

金曜日

金曜日

1,000円

3,000円

1,000円19:00～20:30

3,300円

3,300円

時灘‘

18:30～20:30

18:｛

18

18:30～20:30

18:30～20:30

18:30～20:30

)～20:30

)～20:30



き
に
氏
名
と
住
所
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
Ｂ
１
Ｂ
ｌ

Ｂ
５
１
１
本
町
１
１
１
０
０

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
。

■
締
切
り
３
月
旧
日
嗣
ま
で
。

高
萩
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

盃
お
‐
１
１
３
１

５
月
の
連
休
に
は
、
恒
例
の
「
高

萩
国
際
交
流
の
集
い
」
が
開
か
れ
ま

す
。
こ
の
集
い
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
よ
る
外
国
人
留
学
生
と
の
交

流
が
大
き
な
目
的
に
な
っ
て
い
ま
す
㈲

こ
の
機
会
に
み
な
さ
ん
の
家
庭
に

も
外
国
人
を
迎
え
、
普
段
着
の
国
際

交
流
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
留
学
生
を
家
庭
に
迎
え
る
日

５
月
４
日
側
の
昼
食
か
ら
５
日
㈹

の
昼
食
ま
で
。

■
募
集
家
庭
約
妬
世
帯
。

■
申
込
方
法
電
話
で
ど
う
ぞ
。

「
国
際
交
流
の
集
い
」
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

槁||欄
謹!;:iゞ ‘ ”

:=4〆 ：一

;がL?i 山Lw 1≦'
fけ田■嵩萩甫高校生会燕､F諏溌が
1窪員となって、各種のボランテ

Ⅱ ■才ア活動を行う団体です｡
手会員は、市内にある病院を訪

闇してお年寄りのお世話をした

::り、少年探検講座やアドベンチ

蕊ヤートラベルなどに参加して､．
‐ . :．； ‐ ： 、 ．

､｡野どもたちのリ宇裳毎迄窪誕遥
う慰むたりしています5:壷溌罵犠

殉高校生のみなさん､葱試謬
加ください。

教育委員会牛涯学習課丑23-1131

保
険
年
金
課
内
線
２
３
４

現
在
、
み
な
さ
ん
が
使
っ
て
い
る

国
民
健
康
保
険
証
は
、
３
月
別
日
”

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

４
月
か
ら
使
う
新
し
い
国
民
健
康
保

険
証
を
、
３
月
の
下
旬
に
、
直
接
、

み
な
さ
ん
の
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

現
在
使
っ
て
い
る
保
険
証
（
若
草
色

ま
た
は
レ
モ
ン
色
）
を
同
封
の
返
信

用
封
筒
に
入
れ
て
、
保
険
年
金
課
あ

て
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
は
新
し
い

国
民
健
康
保
険
証
！

書
目
萩
都
市
計
画
及
び
日
立
都

市
計
画
下
水
道
園
」
の
縦
覧

都
市
計
画
課

グ
ベ
翻
医
》
癖
Ⅱ
〕

内
線
４
２
２

市
の
下
水
道
は
、

昭
和
弱
年
度
に
公
共

下
水
道
と
し
て
着
手

し
、
そ
の
後
、
昭
和

印
年
度
に
設
立
さ
れ

た
日
立
・
高
萩
・
十

王
広
域
下
水
道
組
合

が
、
王
体
と
な
り
、
下

水
道
事
業
を
計
画
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

、－’

今
回
、
以
前
に
お
知
ら
せ
し
た
高

萩
都
市
計
画
用
途
地
域
（
４
月
か
ら

施
行
予
定
）
の
変
更
を
受
け
て
、
住

宅
地
な
ど
の
整
備
に
と
も
な
い
、
都

市
の
健
全
な
発
展
と
公
衆
衛
生
の
向

上
を
図
る
た
め
、
『
高
萩
都
市
計
画

及
び
日
立
都
市
計
画
下
水
道
』
の
変

更
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん

に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
「
高

萩
都
市
計
画
及
び
日
立
都
市
計
画
下

水
道
閑
」
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

こ
の
『
高
萩
都
市
計
画
及
び
日
立

都
市
計
画
下
水
道
閑
」
に
つ
い
て
意

見
の
あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
の
最
終

日
ま
で
に
、
茨
城
県
知
事
あ
て
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
変
更
内
容

○
排
水
区
域
（
島
名
地
区
の
一
部
、

高
萩
十
王
齋
場
、
花
貫
川
河
口
付

近
）
○
下
水
管
渠
○
そ
の
他

の
施
設

■
縦
覧
場
所
都
市
計
画
課
の
窓
口
。

■
縦
覧
期
間
３
月
５
日
嗣
か
ら
３

月
旧
日
附
ま
で
。
※
士
．
日
曜
日

は
除
く
。

■
縦
覧
時
間
午
前
Ｂ
時
釦
分
か
ら

午
後
５
時
旧
分
ま
で
。

:君田小学校…4月6H(月) ;
iその他の小･中学校 ＃…4月7日（火） ＃
料一韓…雑………織献辮蝿鶴l“斑難癖…蝉

cc■､凸●■■｡｡■■■ ■ ■■凸●■ ■ ｡｡｡q■■

卿#潔駕
鱗

戦灘識織騨雛蕊 鴬灘
鵜蟻韻,

ー

ﾖコ三コ m
弾&:

Ⅱ

『地球交響曲’ガイアシンフオ二一第三

●とき 4月26日（日）

●上映時間午前10時30分と午後2時の2回。

●会場ゆうゆう十王Jホール（十王町)。

※ベビーシッター希望者は丑42 7690(内藤さん)へ。

●入場料 1 ,000円。※当日券は1 ,500円。

●プレイガイド田所書店、日立シビックセンターなど。

○アースフォーラム日立高萩支部佐川安宏さんa22-3228

●募集人員と対象者（男女は問いません）

・ビーバー（幼稚園～小学2年生）…

・カブ（小学3～5年生）

・ボーイ（小学6年生と中学生） 』

●申込締切り 3月3旧(火)。

○中田幸雄さん盃24 1502

若干名

．■■

L
第7回県北新舂カラオケ大会

第1回茨城県グランプリカラオケ大会 二コ
－

[良麺壹壁質肥料を製造中
米平公共育成牧場では、昨年に設置した有機質肥料の生

産施設により良質な有機質肥料を製造しています。

製造にあたっては、発酵槽で15日間、高温発酵（約80

度）させた後、長期間、堆積熟成させる方法をとっていま

す。好気性発酵させたもので、臭気や水分が少なく取扱い

が容易です。有機質分が豊富なうえ、土壌の通気性や保水

性が良くなり土壌の改良材としても適しています。

○米平公共育成牧場（中戸川字米平2,096) a28-0555

●とき 4月5日(日） 午前9時30分開演。

●会場文化会館。

●ゲスト岬ゆう子さん､小磯ただしさん､きたこみねさん。

●審査員菊池洋行さん（作曲家)、藤澤徹さん（作詞家)。

○高萩市カラオケ愛好会木田恒夫さん盆23 0764

| ﾄｲﾚの汲み取りの休み’○花員ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ恋22-4318
3月21日出､22日旧)､29日(日)､4月5日(日)、6日(月)､12日旧）
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生
活
環
境
課
内
線
３
６
３

犬
を
飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
、
犬

の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
、
下

の
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
平
成
７

年
４
月
１
日
以
降
に
初
め
て
登
録
を

受
け
る
犬
の
登
録
も
受
け
付
け
ま
す

の
で
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 壁

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

税
務
課
内
線
２
０
５

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
旧
年
度

の
課
税
の
基
礎
と
な
る
固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

宅
地
の
評
価
額
に
つ
い
て
は
、
地

価
の
動
向
に
応
じ
た
修
正
措
置
を
し

て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
固
定
資
産
税

第
１
期
の
納
期
限
は
、
縦
覧
期
間
の

関
係
上
、
４
月
釦
日
嗣
に
な
り
ま
す

■
期
間
３
月
２
日
側
か
ら
即
日
燭

ま
で
。
※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

■
時
間
午
前
Ｂ
時
扣
分
か
ら
午
後

５
時
旧
分
ま
で
。

■
会
場
税
務
課
の
窓
口
。

■
縦
覧
で
き
る
人
所
有
者
や
納
税

管
理
人
、
代
理
人
。
た
だ
し
、
代

理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

固
定
資
産
税
の
課
税

台
帳
の
縦
覧

蕊溌織職職蕊
駒木原集会所
｜大心苑野球場前？

■
平
成
７
年
４
月
１
日
以
降
に
済
ま

せ
た
登
録
は
、
そ
の
犬
に
つ
い
て

生
涯
有
効
で
す
．

■
犬
の
飼
い
主
は
、
法
律
に
よ
り
年

１
回
、
愛
犬
に
狂
犬
病
の
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
表
の
集
合
注

射
日
当
日
が
都
合
の
悪
い
場
合
は
、

最
寄
り
の
動
物
病
院
で
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
集
合
注
射
日
の
当
日
は
、
釣
り
銭

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
書
（
茶
色
枠
の
ハ
ガ
キ
）
が

届
い
た
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。

１

４
月
Ⅲ
日
仕

ー

下組錨鱸ｾﾝﾀｰ

北組センター

■料金 ■
次
の
よ
う
な
と
き
は
，
す
ぐ
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
犬
が
死
ん
だ
と
き
。

・
犬
の
所
在
地
が
変
わ
っ
た
と
き
。

・
飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
。

４
月
吃
日
日

11 ：05～11 ：20

蕊毎勢";"IW#
13:10～13:30

13郷5~13:50

◇平成7年4月1日以降に登録を

受けた犬=T=24,000円４
－
旧
出

(内訳） ・注射料／3,450円
・注射済票交付手数料／550円

※雨天時は中止※
●■

玉

＝ 給年金の講読を忘れていませんか？

撫撫瞥鍵ー
F 年金を受けていた人が死亡

した場合、死亡した人に支払

うべき年金がまだ支払われていな

い場合、この年金は、一定範囲の

這族に支給することになります。

これを、 「未支給年金」といい、

死亡した受給者と生計を同じくし

ていた遺族に限り支給される年金

です。遺族が複数いる場合は、図

に示すように死亡した人の配偶者、

子、父母の順位で受け取ることに

なります。同一順位（例えば兄弟

⑤祖父母

③父母

姉妹）に複数の遺族がいる場合は

いずれか－人が代表して請求して

いただくことになります。

時々、死亡届けを市民課に提出

する際に未支給年金の手続きをし

ようとする人がいますが、戸籍謄

本などの必要書類を作成するため

に時間がかかりますので、－週間

後に手続きをしてください。

なお、未支給年金を不正に受け

取った場合は、返納していただき

ます。ご遺族にとっても何かと問

題になってしまいますので、忘れ

ずに正しく手続きをしてください

◆必要書類

・死亡した人の年金証書

・死亡した人との身分関係がわか

るもの（戸籍謄本など）

・死亡した人の住民票の除票と請

求者の住民票

○保険年金課内線232

ごぞんじですか？ 、障害児福祉手当・この制度一

障害児福祉手当は、身体や精神の障害が重

度であるため、 日常生活において常に介護

を必要とする20歳未満の人に支給されます。

◆手当の額月額14,270円。

◆手当の支給対象とならない場合

1.障害を支給事由とする政令で定める年

金を受けることができるとき。

2.児童福祉施設などに入所しているとき。

◆所得による支給制度

本人、扶養義務者の前年の所得が、それ

ぞれ一定額以上ある場合は、手当の支給

が停止されます。 （平成9年度参考） １
１
１’「－－

⑥兄弟姉妹 配偶者

｜
④孫

○数字は、未支給年金

を受け取れる優先|| |自位
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旧
日
出

|"車蔦"公民館' 10“盈蕊蕊
|烏曽根三代商店前｜ '':00~'1 :05

4 ：…海縛"猟鍛蕊蕊
月大能川松商店前 11 :25～11 ：

肖蕊蕊”蕊”:野蕊蕊蓉蕊公蕊館”:が蕊愁
旧）

溌
鋤

鳥診自郷縫館
米平集会所

君田診療所下

下認識元繊宅前

下君田松本商店前

；

溌職愈勝氏宅前

樹||鈴木製材所脇

9:30謹祗:繩

10:30～10:35

13:35～1§

13:55～12

14:15～1z

"14:35畳狸

14:45～14:50

45

90

加
一
蕊

織鎌溌爵綴溌
秋山南集会所

蕊滝公民館前

KDD入口

石滝上ノ台集会所

安良川公民館前

蕊識錨神職前

高浜住宅集会室

議額鍵溌読《
旧高萩保健所前

撒鰯騨蕊識鷺I
10:55～11：10

捌
一
雁

13

12

1だ

1Z

9馬講毒懲ヨ

00～12

15～礎

卵
溌

郡
邑
無

類
識

15～14:25

』fW

10

:25

山手集落センタ

五薊砺瓢罰
二蓬 ﾐ 雫 一 ､

1謹15～:1

10:50～11 00

春日町児童公園’ 11:30～11:40

鐙入職蕊禽諦鰯
山王児童公園'3’ 35～13

:25
三二二皇諄釜

:50

離獅穰蕊f槌

30

◇平成7年4月！11日以降、初めて

"登録を蕊”悪Zoo0円
(内訳） ・登録料／3，000円

注射料／3,45()円

･注射済票交付手数料／550円

扶養親族な

どの人数

0人

1人

2人

受給資格者

3,230,000円

3,610,000円

3,990,000円

扶養義務者

6,216,000円

6,465,000円

6,678,000円



家
庭
用
焼
却
炉
購
入
費
の

補
助
を
廃
止
し
ま
す

生
活
環
境
課
内
線
３
６
３

家
庭
ゴ
ミ
減
量
の
た
め
に
、
家
庭

用
焼
却
炉
購
入
費
を
補
助
し
て
き
ま

し
た
が
、
焼
却
炉
か
ら
排
出
さ
れ
る

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
用
焼
却
炉
購

入
費
の
補
助
を
３
月
末
で
打
ち
切
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
す
で
に
家
庭
用
焼
却
炉
を

使
用
さ
れ
て
い
る
家
庭
で
は
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ビ
ニ
ー
ル
類
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
類
、
ゴ
ム
類
は

焼
却
し
な
い
こ
と
。

■
生
ゴ
ミ
や
不
燃
物
ゴ
ミ
を
混
入
さ

萩市民文化誌｢ゆずりは』第4号

好評発売中／
ゆずりは第4号の主な特集は、 『高

萩と太平洋戦争」や『常磐線百周年

記念」 「日本の植物学の先駆者松村

任三」です。購入に際しては、同協

会事務局へお越しください。

■規格B5版、 白黒226頁。

■価格 1部500円。※限定販売。

■『ゆずりは」のバックナンバーも販売中

創刊号、第2号(復刻版) 、第3号のいずれも1部500円。

せ
な
い
こ
と
。

■
本
や
ノ
ー
ト
な
ど
の
紙
類
は
、
ば

ら
し
て
か
ら
焼
却
す
る
こ
と
。

■
生
け
垣
や
庭
木
の
枝
は
、
よ
く
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
焼
却
す
る
こ
と
。

特
別
弔
慰
金
の
支
給

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

内
線
３
５
６

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
み
な
さ
ん

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
が
改

正
さ
れ
、
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
う

ち
、
公
務
扶
助
料
ま
た
は
遺
族
年
金

な
ど
の
受
給
権
を
有
す
る
遺
族
が
一

人
も
い
な
い
場
合
に
、
最
も
先
順
位

↓

高萩市文化協会若松健一さん念22-2417 ≦

同協会事務局（教育委員会生涯学習課内）窓23-1131

の伝承民謡を聴く
へ

高萩 ＝

Ｅ
ｊ
Ｌ

第3号で特集した第4号の発刊を期に『ゆずりは」

は、県立図耆高萩の伝承民謡を聰く会を開きます。当日

館にある高萩の伝承民謡（27曲）をおさめた録音テープ

を聞き、当時、民謡を収集した高戸の落合敏恵さんを囲

んでのお話会を開きます。 また、 「ゆずりは」各号の販

ー

売も行います。

■とき 3月22日（日）午後2時から4時。

■会場図書館2階大会議室。

■募集人員50人。 ※参加料は無料。

■申込 3月19日(木)までに電話でどうぞ 愚
の
遺
族
に
、
第
６
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
請
求
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

福
祉
事
務
所
に
あ
る
所
定
の
請
求
書

で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
・
第
４
回
ま
た
は
第
５
回

特
別
弔
慰
金
の
受
給
権
者
（
時
効

に
よ
り
受
給
し
な
か
っ
た
人
も
含

む
）
。
平
成
７
年
３
月
訓
日
ま
で

に
死
亡
の
場
合
は
、
他
の
遺
族
。

・
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の

受
給
者
が
、
平
成
元
年
４
月
１
日

か
ら
７
年
３
月
訓
日
ま
で
の
間
に

死
亡
な
ど
に
よ
り
す
べ
て
失
権
し
、

７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
年
金
な

ど
の
受
給
権
者
が
い
な
い
場
合
の

遺
族
。

■
基
準
日
平
成
７
年
４
月
１
日
。

■
請
求
期
限
３
月
訓
日
㈹
ま
で
。

鐙ID

寵類音)は場撫
●入場料 1,000円（全席自由）

「
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ｉ

さくら舞うひたちの春

r‐ｰ一一一一一

I

嘩溺 ー

｢日市さくらまつり」１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

’

|プレイガイド|田所書店､仲屋舌店､ﾔﾏザｷｼｮｯプサ
カモト、モンペリ上島名ねもと高浜やおけん．せきね

川上かねこ（十王)、ピアノマート（磯原)、日立市民会館

高萩市文化会館盆23-7411

●会場平和通り、かみね公園ほか。

●とき 4月1日(水)から20日(月)。

． 1日(水)～20日(月)平和通りのさくピ． 1日(水)～20日(月)平和通りのさくら並木ライトアツプ i

l ・旧(水)～5日（日）パテイオ日立の舂まつり
｜ ・ 11日(土)～12日（日）日立風流物・日立ささら公開 ｜
｜ ・ 11日(士)相馬野馬追武者行列、みこし御渡、ほか ｜

｜ ・ 10日(金)～12日(日)平和通りの歩行者天国(交通規制あり） ’

'○日立市観光協会(日立市役所観光課内)壷0294-22 3111 1
L一一一一一一－－．，． ．ﾛ， －－－－－．－－．---------.．一一一----------J

"L6へ

●
ー

Ｌ
１
年
一
日
。
「
歩
く
会
」
で
見
た
常
磐
自
動

車
道
か
ら
見
る
ま
ち
の
自
然
は
今
も
変
わ
り
な

く
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
十
年
一
昔
。
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ

｜
－
ク
化
が
進
む
中
で
、
常
磐
自
動
車
道
で
は
交

通
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
新
た
な
高
速
交

一
通
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
高
速
道
路
は
社
会

を
写
す
鏡
の
よ
う
に
走
り
続
け
て
い
ま
す
。
茂

せ
り

＃
汀
摘
み
に
田
の
あ
ぜ
道
を
歩
い
た
ら
、
時
季

が
早
く
、
縮
こ
ま
っ
た
よ
う
な
芹
が
ボ
ー
ル
に

少
々
摘
め
た
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
を
湯
豆
腐
風

に
し
て
食
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
絶
品
。
芹
摘

む
…
の
言
葉
が
、
実
ら
ぬ
恋
や
思
い
通
り
に
い

か
な
い
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
が
、
一
足
早
い
春

を
、
思
い
の
ま
ま
堪
能
し
た
至
福
の
一
時
を
味

わ
え
ま
し
た
。
ヒ
ロ

＝鍵羅泌鯉
ありがとうございました

創建葬儀社15,000円

塩畑忠さん（秋山）

200,000円

エヌ・ケー興業㈱

21,821円

椎名弘和さん（本町）

車椅子1台

*社会福祉協議会へ

・山之内製薬㈱原薬生産

技術本部 50,000円

･瀬戸栄一さん(高浜町）

100,000円

･大高幾子さん（島名）

100,000円
ノ

へ
ん
し
ゅ
う
て
ち
よ
－
２
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のある
鞍験鋲嫉娩溪験負鋲禽娩醗尊

それぬき

・曽根貴滝・
りん

凛とした空気の中で
人を寄せつけない滝

あ'かみど

県道高萩塙線を北上し、小ﾈ''1戸地区の集落を過ぎて

狭い道を登って行くと、左手に水の激しく落ちる音と

ともに雄々しい滝の姿が現れます。これが曽根貫滝。

葉を落とした木々が滝を見透かすように覆い、周囲

の岩々は雪をいただき、流れに沿って厚い氷を従える

風景は、凛とした空気の中で人を寄せつけない威厳をー

感じさせます。 「今でこそ簡単 に車で行くことができ

るようになりましたが、昔は人が通れるだけのH1い道

で、訪れる人もなく秘境という言葉がぴったりの所で

した」 と、小神戸に住む古老の話。周囲の環境は変

わっても、昔のままのの姿で時 代をつないでいます。

至塙町

県道高萩塙線

同戸今『’1－

IL二皇
､灸一癖| :…･～

曽根貢滝

大塚神社

県道北茨城目大

至橦! ’

至津 子線

鯵晶…悪…

ー伝

月の日曜当番医です。

5日 ｜松岡クリニック 下手綱

昌 罵 ＆わたしの学ホ

て、健康集会關7:､，い今′
集会で私たち保健委員

ズについて学習しまし

する授業の研究会も開

業の指定を受けて取り

エイズというのがよく

な紙芝居を作ってエイ

月6日にはエイズに関

エイズ教育推進地域事

の活動や授業を通して、

なりました。

■発行／平成10年3月5日

■編集／茨城県高萩11i役所秘書課

〒318-8511茨城県高萩市本町1丁目100番地

■印刷／藤枝印刷
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喝
破
鑓
瀞
…
、
尋
…
聴
騨
碍
鞭

12日
高派れいり病院｜上手綱
十王医院｜十王町

盆24-0770

恋32-3266

19日 何ら訓脇縮

諸原医院

下手綱盆24 1212

高戸a23-3113


